
小中学校の給食で、「足柄牛」が無償提供されました 
 

小学校では 10月８日に牛丼が、中学校では 10月 20日にハッシュドビ 

ーフが給食で提供されました。食材の牛肉は新型コロナウイルス感染拡大 

の影響で県産畜水産物の在庫滞留が発生して 

いる状況から、消費拡大を図るために県から食育教材として 

無償提供された「足柄牛」です。そのおいしさに舌鼓を打ち 

ました。11月〜12月にかけて別の献立でも提供されます。 

今から楽しみにしている児童・生徒もいるのではないでしょ 

うか。 

 

 

 

 

                          

山北の「キャリア教育」 
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平成 29年度告示の新学習指導要領では、小・中学校共に「キャリア教育の充

実を図ること」と明記されました。そこで、「キャリア教育」の趣旨と今後の

取組についてお伝えします。 

生涯学習課オンデマンド教室 

 

 生涯学習課では、コロナ禍の中各種

イベントの開催を見合わせております

が、町民の生涯学習・スポーツの機会を

提供するため、各種代替事業をオンデ

マンド形式で配信しています。 

 この機会に、オンデマンド教室を体

験してみてはいかがでしょうか。 

 また、今後も新たな 

動画を作成し、配信し 

ていきますのでご活用 

ください。 

（詳しくは「山北町ホームページ」へ） 

生涯学習センターに 

電子図書館
．．．．．

開設 
 
生涯学習センター図書室では、町民の読書

活動の向上はもとより、コロナ禍の中でも安

心して読書活動を続けることができるよう、

11月から電子図書館を開設しました。 

電子図書館とは、パソコンやスマートフォ

ンなどで利用できる図書貸出しサービスで、

インターネットにアクセスできれば 365日 24

時間利用可能であり、返し忘れや汚破損など

の心配がありません。 

サービス利用の詳細は、広報やま

きた 11 月号「生涯学習センター通

信」をご覧ください。 

学校教育における「キャリア教育」とは、児童・生徒の社会的・職業的自立に向けて必

要な基盤となる能力や態度を育てることをとおして、社会の中で自分の役割を果たしなが

ら自分らしい生き方を実現していく力をつけていくことです。新学習指導要領で、この力

が将来必要となることを児童・生徒自身が自覚することが大切で 

あると示されました。これまでも、各小中学校では、キャリア教 

育につながる学級での係活動や全校に関わる委員会活動などに日 

常的に取り組んできました。山北町では、こうした今までの取組 

を生かしながら、「学びの見通し」や「振り返り」などの新たな 

視点からの積み重ねをとおして、「自己の成長」を一人ひとりが 

実感できるキャリア教育の充実をめざしていきます。 

 

小学６年生が、自分の将来の
夢をイメージし、地図のよう
に表した「ドリームマップ」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○第 8 回（8 月 27 日） 

・教育長報告 

・山北町立の小中学校等の設置に関する条例の一

部を改正する条例の制定について 

・山北町立学校給食共同調理場の設置等に関する

条例を廃止する条例の制定について 

○協議会（8 月 27 日）  

・新型コロナウイルス感染症に対する山北町の対

策方針について 
 

○第 9 回（9 月 24 日） 

・教育長報告 

○協議会（9 月 24 日） 

・山北町体育施設建設検討委員会の検討結果につ

いて 

・生涯学習センター図書室電子図書館の開設につ

いて 

○第 10 回（10 月 28 日） 

・教育長報告 

・山北町教育委員会委員の選任について 

・山北町教育委員会教育長職務代理者の指名につ

いて 

・山北町立生涯学習センター条例施行規則の一部

を改正する規則の制定について 

○協議会（10 月 28 日） 

・山北町の乳幼児教育・保育等のあり方基本方針

について 

・総合教育会議について 

・学校訪問について 

・ライブ・イン・山北２０２０について 

・山北町人権啓発パネル展について 

・令和２年度鹿島山北高等学校の状況について 

・新型コロナウイルス感染症に対する山北町の対

策方針について 

教育委員会の審議事項 

三保小・川村小交流授業 

－令和 3年度 学校統合を見据えて－ 
 
10月 15日、コロナ禍で延期していた２校交流が実施され

ました。今年度の全校交流は、学校統合をふまえての実施

です。両校の子どもたちは「来年の４月から同じ学校の仲

間になるための交流」という、昨年度までの交流とは違う

目的意識をもって臨みました。 

1年生も３年間継続的に幼稚園等の交流を行ってきました

が、小学生としての交流は初めてです。はじめは緊張して

いたようですが、教室の黒板に書かれた「ことば」に象徴

されるように、配慮の行き届いたきめ細かな交流体制の中

で、安心して大勢の仲間と国語や音楽の授業を楽しんでい

ました。 

 他の学年も、子ども同士自然に関わ 

り合う姿が多くみられました。 

｢権利と義務｣をテーマにした５年生の 

道徳の授業では、事例について考える 

中で、２校の休み時間のルールが大き 

く違うことに驚いていました。統合後 

は同じ学校の最高学年の仲間として過 

ごすために、このようなそれぞれの学 

校の｢当たり前｣について情報報換する 

ことも、さらなる相互理解を深めてい 

く今後の交流の大事な視点となります。 

交流はあと２回程度計画されています。   

 

              

                           

学びの窓から No.20     

令和２年（第８回～第 10回・協議会） 

山北こども研究会公開保育 
 

今年度も、４つの園が共通

のテーマ「心と体を育てるた

めに ～主体的に活動できる

環境をとおして～」のもと

に、園児の健やかな成長のた

めに研究を進めています。 

10月 14日（水）には、お

茶の水女子大学こども園長で

あり、同大学人間発達教育科

学研究所の宮里暁美教授をお

迎えして、ご講演とご助言を

いただきました。 

子どもたちの具体的な活動

の様子から、自ら遊びたくな

る環境づくりや保育者の関わ

りなどについてお話しいただ

き、これからの幼児教育・保

育に生かせる研究会となりま

した。                            


